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今月の掲載記事
えびの市消防団夏季点検・操法大会
TOPICS
pick up information
Face 人 桑原明さん

特集
住み慣れた地域で自分らしい
生活を続けるために
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人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
の
平
均
寿
命
は
84
・
18

歳
で
世
界
で
も
ト
ッ
プ
で
す
。

　

最
近
は
健
康
寿
命
と
い
う
言
葉
を
よ
く
見

聞
き
し
ま
す
。
健
康
寿
命
と
は
健
康
上
の
問

題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生

活
で
き
る
期
間
の
こ
と
で
す
。
平
均
寿
命
だ

け
で
な
く
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
健
康
寿
命
と
平

均
寿
命
の
差
は
自
分
が
望
む
自
分
ら
し
い
生

活
が
で
き
な
い
期
間
に
な
る
わ
け
で
す
が
、

男
性
で
8
・
8
年
、
女
性
で
12
・
3
年
も
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
健
康
寿

命
を
延
ば
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
生
活
を
長
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

え
び
の
市
の
介
護
予
防
の
取
り
組
み
と
し

て
、
自
治
会
単
位
で
行
っ
て
い
る
住
民
運
営

に
よ
る「
は
つ
ら
つ
百
歳
体
操
」が
あ
り
ま
す
。

　

は
つ
ら
つ
百
歳
体
操
で
は
、
筋
力
向
上
を

目
的
と
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
お
も
り
を

手
や
足
に
つ
け
て
行
う
体
操
と
、
認
知
症
予

防
の
た
め
の
脳
い
き
活
動
を
中
心
に
行
っ
て

い
ま
す
。
脳
い
き
活
動
は
各
会
場
で
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
を
し
な
が
ら
楽
し
く
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

生
活
を
続
け
る
た
め
に

はつらつ百歳体操の取り組み

○会場：主に自治公民館
○時間：週 1 回　約 1 時間
○内容：おもりを使った体操・脳いき活動（レクリエーションやゲーム）

＜効果＞
①筋力低下予防・筋力アップ⇒体力がつき、疲れにくく、動きが早くなる
②認知症予防⇒指体操やゲームで脳の活性化
③心が元気になる⇒気持ちが明るくなり、外出が楽しくなる
④社会参加⇒地域の人と交流、お互いに何らかの役割を持てる

自治会

＜運営＞はつらつサポーター

○初期支援（4 回）：立ち上げは市地域包括支援センターが支援します
○効果測定（3、9 カ月目）：握力、TUG を測定します
　※ TUG は椅子から立ち上がり 3 ｍ歩いて戻って椅子に座るまでの時間

○継続支援（9 カ月目以降 6 カ月毎）：健康講話、希望時測定

＜はつらつサポーター養成講座＞
・1 回（2.5 時間）× 5 回のプログラム
　4 回以上出席した人に、認定証と写真付き名札を渡します

・「えびの市はつらつサポーター連絡会」会員になり、ボランティア保険に
　加入し、年数回連絡会の研修に参加、自分の健康管理に役立つ学習、百
　歳体操運営に役立つ情報交換を行っていきます

市地域包括支援センターの役割

はつらつ百歳体操をするために自治公民館に集まる参加者
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百
歳
体
操
の
実
施
状
況
と
参
加

数
　

百
歳
体
操
の
取
り
組
み
は
、
平
成
26
年
度

に
始
ま
り
、
以
後
取
り
組
む
自
治
会
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
8
自
治
会
、
27
年
度
に
17

自
治
会
、
28
年
度
に
21
自
治
会
、
29
年
度
に

6
自
治
会
、
30
年
度
に
7
自
治
会
、
今
年
度

に
入
っ
て
か
ら
1
自
治
会
が
取
り
組
み
を
始

め
て
い
ま
す
。
複
数
会
場
で
行
っ
て
い
る
自

治
会
お
よ
び
自
主
運
営
を
含
め
る
と
現
在
62

会
場
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
始
め
て
か
ら
4
年
6
カ
月
以
上
た

つ
所
か
ら
始
め
て
4
カ
月
の
所
ま
で
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
6
カ
月
毎

に
把
握
し
て
い
る
参
加
数
を
中
学
校
区
毎
に

左
の
表
に
示
し
て
い
ま
す
。
3
年
以
上
経
過

し
て
い
る
会
場
で
は
体
調
の
変
化
や
運
転
免

許
返
納
な
ど
で
参
加
で
き
な
く
な
る
人
も
目

立
ち
、
会
場
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
参
加

者
数
は
平
成
29
年
度
を
ピ
ー
ク
に
横
ば
い
で

す
。

　

運
営
を
担
う
は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

会
場
に
よ
り
1
人
か
ら
10
人
ま
で
ば
ら
つ
き

地区 会場数
運営を担うはつらつ
サポーター数

参加者数

飯野 19 101 人 358 人

上江 9 50 人 144 人

加久藤 16 78 人 297 人

真幸 18 94 人 298 人

計 62 323 人 1097 人

○はつらつ百歳体操参加者数（令和元年 6 月末現在）

男性：17％

女性：83％

○参加者の男女別割合
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○年齢区分別参加数

26
年
度
か
ら
14
期
行
い
、
３
８
５
人
が
受
講

し
ま
し
た
。
現
在
３
２
３
人
が
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
自
分
の
健
康
増
進
と
地

域
へ
の
社
会
貢
献
と
い
う
気
持
ち
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー

タ
ー
が
い
る
こ
と
で
、
毎
週
の
百
歳
体
操
が

単
純
な
お
も
り
体
操
だ
け
に
な
ら
ず
、
脳
い

き
活
動
の
ゲ
ー
ム
や
指
体
操
な
ど
で
笑
い
と

楽
し
さ
を
演
出
し
て
、
認
知
症
予
防
の
実
践

の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
を
男
女
別
に
見
る
と
、
女
性
が

83
％
で
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
右

ペ
ー
ジ
参
照
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

参
加
者
の
年
齢
は
53
歳
か
ら
96
歳
で
、
平

均
年
齢
は
79
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
を

大
き
く
64
歳
以
下
、
前
期
高
齢
者
（
65
歳
か

ら
74
歳
）、
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
に

分
け
て
み
る
と
後
期
高
齢
者
が
多
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
（
右
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

運
営
を
担
う
は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
年

齢
は
55
歳
か
ら
90
歳
で
平
均
年
齢
は
73
歳
で

す
。

百
歳
体
操
の
効
果

　

筋
力
ア
ッ
プ
の
変
化
を
握
力
と
Ｔ
Ｕ
Ｇ

（
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り
3
ｍ
歩
い
て
方
向

転
換
し
戻
っ
て
き
て
座
る
ま
で
の
時
間
を
見

る
）
で
見
て
み
ま
す
。

　

初
期
支
援
の
2
回
目
、
3
カ
月
目
、
9
カ

開始時 3 カ月目 9 カ月目 1 年
9 カ月目

2 年
9 カ月目

21.4

22.0
21.6

22.4 22.5

○グラフ 1　
5 回測定できた人の握力の平均値の変化
単位：㎏

○グラフ 2
5 回測定できた人の TUG（3 ｍ往復歩行）
の平均値の変化
単位：秒

開始時 3 カ月目 9 カ月目 1 年
9 カ月目

2 年
9 カ月目

8.2

7.5
7.3 7.3 7.2

○グラフ 4
93 歳男性　TUG（3 ｍ往復歩行）の変化
単位：秒

開始時 3 カ月目 9 カ月目 1 年
9 カ月目

8.5

8.2

8.0

8.2

○グラフ 3
93 歳男性　握力の変化　
単位：㎏

開始時 3 カ月目 9 カ月目 1 年
9 カ月目

2 年
9 カ月目

26.0

28.5 28.5 28.0

30.5

が
あ
り
ま
す
。

　

は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
平
成

今年 4 月から始めた亀沢自治会

月
目
、
1
年
9
カ
月
目
、
2
年
9
カ
月
目
と

測
定
し
て
い
ま
す
。
5
回
測
定
で
き
た
人
の

2
年
9
カ
月
目
ま
で
の
平
均
値
の
変
化
を
次

の
グ
ラ
フ
1
・
2
に
示
し
ま
し
た
。
筋
力
の

指
標
と
い
わ
れ
る
握
力
は
増
加
し
、
Ｔ
Ｕ
Ｇ

の
時
間
は
短
縮
し
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｕ
Ｇ
の
時
間
の
短
縮
は
、
日
常
生
活
動

作
の
時
間
が
早
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
こ
れ
は
毎
週
公
民
館
で
体
操
や
脳

い
き
活
動
の
リ
ズ
ム
体
操
等
を
す
る
こ
と
で
、

筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
力
が
好
転
し
た
結
果
、
歩

行
や
姿
勢
が
安
定
し
、
動
き
や
す
く
な
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
力
の
好
転
は
、
年
齢
が

高
く
て
も
見
ら
れ
ま
す
。
下
段
の
グ
ラ
フ

3
・
4
に
93
歳
男
性
の
人
の
変
化
を
示
し
ま

し
た
。
ほ
ぼ
休
ま
ず
参
加
し
て
い
る
人
で
す
。

　

好
転
の
秘
訣
は
、
休
ま
ず
参
加
す
る
こ
と

で
す
。
平
均
で
月
2
・
5
回
以
上
参
加
し
て

い
る
人
の
好
転
率
は
高
い
と
い
う
結
果
も
出

て
い
ま
す
。

　

百
歳
体
操
は
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
行
う
お

も
り
を
使
っ
た
体
操
で
す
。
テ
レ
ビ
を
見
て
、

説
明
を
聞
き
、
足
や
手
な
ど
の
正
し
い
動
作

を
自
分
自
身
で
確
認
し
な
が
ら
で
き
る
こ
と

も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

お
も
り
は
1
本
２
０
０
ｇ
の
鉄
棒
を
自
分

の
体
調
の
状
況
な
ど
に
合
わ
せ
て
増
や
し
て

い
き
ま
す
。
お
も
り
を
左
右
1
本
ず
つ
入
れ

て
い
る
人
で
も
筋
力
は
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま

はつらつサポーター連絡会で新しい体操を覚えます
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要
介
護
認
定
を
新
規
に
受
け
る
人
の
平
均

年
齢
は
83
歳
前
後
で
す
が
、
平
成
30
年
度
に

新
規
に
認
定
を
受
け
た
人
を
百
歳
体
操
に
参

加
し
て
い
る
人
と
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
人

に
分
け
て
平
均
年
齢
を
見
て
み
る
と
、
百
歳

体
操
に
参
加
し
て
い
る
人
は
約
1
歳
年
齢
が

高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
百
歳
体
操
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
元
気
に
過
ご
せ
る
期
間
が
延

び
た
と
い
っ
て
も
良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
ケ
ア
、
ヘ
ル

パ
ー
訪
問
等
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

が
ら
、
百
歳
体
操
に
参
加
し
て
い
る
人
が
１

０
０
人
前
後
い
ま
す
。
地
域
の
人
と
の
交
流

や
体
力
づ
く
り
も
続
け
な
が
ら
、
今
の
暮
ら

し
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ

て
も
百
歳
体
操
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

今
後
に
向
け
て

　

百
歳
体
操
を
早
く
始
め
た
会
場
は
5
年
目

を
迎
え
て
い
ま
す
。
歩
い
て
参
加
し
て
い
た

人
が
参
加
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
公
民
館
ま

で
車
を
使
っ
て
い
た
け
れ
ど
免
許
を
返
納
す

る
こ
と
に
な
っ
て
参
加
で
き
な
く
な
っ
た
り

と
、
移
動
の
問
題
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
日
の
体
調
や
気
分
、
性
格
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

お
互
い
が
認
め
合
う
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て

　

そ
し
て
、
た
ま
に
休
ん
だ
人
へ
は
、
帰
り

に
家
に
寄
り
声
を
掛
け
た
り
、
忘
れ
や
す
い

人
へ
は
、
前
の
日
に
声
掛
け
す
る
な
ど
お
互

い
様
の
関
係
も
で
き
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

百
歳
体
操
の
効
果
が
介
護
保
険

制
度
へ
現
れ
て
い
る
か

　

百
歳
体
操
の
実
施
年
数
別
に
自
治
会
を
分

け
て
、
平
成
30
年
度
の
高
齢
化
率
や
要
介
護

認
定
率
を
見
た
の
が
下
表
で
す
（
集
計
の
時

期
や
方
法
等
が
異
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
）。

　

平
成
26
・
27
年
度
に
百
歳
体
操
を
開
始
し
、

３
年
以
上
継
続
し
て
い
る
自
治
会
は
25
自
治

会
あ
り
ま
す
。
25
自
治
会
の
人
口
の
合
計
は

１
０
３
１
３
人
で
高
齢
化
率
が
41
・
６
％
と

な
り
市
全
体
と
ほ
ぼ
等
し
く
な
り
ま
す
が
、

要
介
護
認
定
率
は
20
・
0
％
で
、
市
全
体
よ

り
低
い
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
百
歳
体
操
を
開
始
し
た
自

治
会
は
21
自
治
会
で
合
計
人
口
は
４
３
３
９

人
、
高
齢
化
率
は
46
・
1
％
と
市
全
体
よ
り

高
く
、
要
介
護
認
定
率
は
20
・
6
％
で
市
全

体
と
ほ
ぼ
等
し
い
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
以
降
に
百
歳
体
操
を
開
始
お

よ
び
未
実
施
の
自
治
会
等
の
合
計
人
口
は
４

６
６
３
人
、
高
齢
化
率
は
37
・
6
％
と
市
全

体
よ
り
低
い
の
で
す
が
、
要
介
護
認
定
率
は

23
・
1
％
と
市
全
体
よ
り
高
い
結
果
に
な
っ

て
い
ま
す
。

百歳体操実施年数 自治会数 人口現在 高齢者数
内要介護
認定者数

高齢化率 認定者数割合

３年以上　（H26・
H27 年度開始） 25 自治会 10313 人 4286 人 857 人 41.6% 20.0%

2 ～ 3 年
（H28 年度開始）

21 自治会 4339 人 2001 人 412 人 46.1% 20.6%

２年未満　（H29・
H30 年度開始および
未実施）

19 自治会および未加入者 4663 人 1754 人 406 人 37.6% 23.1%

市全体 65 自治会および未加入者 19317 人 8041 人 1667 人 41.6% 20.7%

す
。

　

体
力
面
の
効
果
は
ほ
ぼ
全
員
の
人
に
見
ら

れ
ま
す
。
途
中
で
ケ
ガ
や
体
調
不
良
で
後
退

し
て
も
そ
の
後
、
継
続
し
て
参
加
し
て
い
る

人
は
、
ま
た
、
徐
々
に
好
転
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
者
自
身
、
杖
が
い
ら
な
く

な
っ
た
、
高
い
と
こ
ろ
の
物
が
平
気
で
取
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
、
重
た
い
も
の
も
昔
の
よ

う
に
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
、
肩
こ
り
が
な

く
な
っ
た
、
疲
れ
に
く
く
な
っ
た
な
ど
と
感

き
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
は
進
ん
で
い
き
ま
す
。

百
歳
体
操
の
参
加
者
も
サ
ポ
ー
タ
ー
も
そ
の

渦
中
に
い
ま
す
。
今
で
き
る
こ
と
と
来
年
、

再
来
年
、
5
年
後
に
や
り
た
い
こ
と
、
な
り

た
い
自
分
に
は
差
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

今
の
自
分
が
で
き
る
範
囲
で
、
自
分
に
と
っ

て
良
い
と
思
え
る
こ
と
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

一
度
も
百
歳
体
操
を
の
ぞ
い
た
こ
と
の
な

い
人
は
、
近
く
の
公
民
館
、
ま
た
は
飯
野
の

高
齢
者
プ
ラ
ザ
、
加
久
藤
や
真
幸
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
の
ぞ
い
て
、
良
か
っ
た
ら
体
験
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
プ
ラ
ザ
で
は
水
曜
・
木
曜
の
午
後
、

加
久
藤
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は

水
曜
の
午
後
、
真
幸
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
は
水
曜
の
午
前
に
、
百
歳
体
操
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
直
面
す
る
問
題
に
一
つ
ず
つ
行

政
や
市
民
が
真し
ん
し摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
元

気
な
高
齢
者
が
核
に
な
り
、
自
分
自
身
の
み

な
ら
ず
地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
度
ア
ッ
プ
・

地
域
づ
く
り
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
な
時

代
で
す
。

じ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
体
力
面
の
効
果
の
ほ
か
に
、
週

1
回
地
域
の
中
に
集
え
る
場
所
が
で
き
る
こ

と
で
、
生
活
に
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
ま
す
。
サ

ポ
ー
タ
ー
に
血
圧
を
測
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

自
分
の
体
調
を
確
認
す
る
機
会
が
で
き
、
リ

ズ
ム
体
操
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
脳
い
き
活
動
で

大
い
に
笑
い
、
お
し
ゃ
べ
り
や
情
報
交
換
を

気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

百歳体操前に血圧測定をします

思い出のスカイラインに合わせて体操（田代自治会）

お手玉で脳いき活動（亀沢自治会） 旗揚げの脳いき活動（南原田自治会）

体操後にだんらん（榎田自治会）

○実施年数別の高齢化率と要介護認定率
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少
子
高
齢
化
が
進
む
え
び
の
市
で
、
ま
す

ま
す
ニ
ー
ズ
の
高
ま
っ
て
い
る
高
齢
者
等
の

日
常
生
活
支
援
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
費

や
介
護
の
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
中
、
で

き
る
だ
け
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
主
体
的

な
互
助
活
動
で
支
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
日
常
生
活
支
援
の
担
い
手
と
な

る
人
材
を
育
成
し
、
新
た
な
生
活
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
立
ち
上
げ
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、「
第
1
回
暮
ら
し
ね
っ

と
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
講
師
は
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
栗
下
氏
（
え
び
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

で
、
6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
4
回
行
い
ま

し
た
。

　

講
座
参
加
者
は
、
は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー

を
中
心
と
し
て
26
人
の
参
加
申
し
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。
最
後
の
講
座
ま
で
平
均
20
人
程

度
の
高
い
参
加
率
を
維
持
し
ま
し
た
。

［
第
1
回
講
座
］

　

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
平
均
寿
命
、
高
齢
化

率
な
ど
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
り
市
の
現
状
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
住
民
自
ら
が
生
活
支

援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
認
識
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
「
10
年
後
、

20
年
後
の
私
の
紹
介
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
参
加
者
に
、
高
齢
者
と
な
っ
た
自
分
や

周
囲
の
状
況
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら

い
ま
し
た
が
、
家
族
や
近
所
に
つ
い
て
は
将

来
手
助
け
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と

い
う
予
想
を
す
る
反
面
、
参
加
者
自
身
は
多

少
の
不
自
由
が
あ
る
も
の
の
ま
だ
元
気
で
、

手
助
け
を
す
る
側
で
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
前

向
き
な
意
見
が
多
く
出
ま
し
た
。

［
第
2
回
講
座
］

　

具
体
的
な
支
援
の
ニ
ー
ズ
と
、
参
加
者
自

身
の
活
動
へ
の
適
性
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら

う
た
め
に
、「
新
・
助
け
合
い
体
験
ゲ
ー
ム
」

と
い
う
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
使
用
し
て
、「
近

隣
の
助
け
合
い
体
験
」
や
「
ニ
ー
ズ
の
掘
り

起
こ
し
」「
担
い
手
の
掘
り
起
こ
し
」
の
体

験
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
多
く
の
ニ
ー
ズ

が
あ
る
支
援
活
動
や
、
引
き
受
け
て
も
ら
う

の
が
難
し
い
支
援
活
動
が
浮
か
び
上
が
り
ま

し
た
。
ま
た
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
考
え

て
み
れ
ば
自
分
に
は
こ
れ
が
で
き
る
な
、
と

い
う
気
付
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

［
第
3
回
講
座
］

　

い
ざ
助
け
合
い
活
動
を
開
始
し
よ
う
と
し

た
時
に
考
え
る
べ
き
内
容
を
具
体
的
に
意
識

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
先
進
地
の
事
例
を
学

習
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
助
け

合
い
活
動
、
移
動
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
講

義
を
行
い
ま
し
た
。

［
第
4
回
講
座
］

　
「
家
事
・
作
業
支
援
」「
外
出
支
援
」「
居

場
所
づ
く
り
」
の
3
つ
の
助
け
合
い
活
動
を
、

実
際
に
え
び
の
市
で
行
う
と
い
う
想
定
で
、

具
体
的
な
活
動
を
考
え
る
ワ
ー
ク
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
4
回
中
3
回
以
上
講
座
に
出
席
し

た
21
人
の
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
修
了
証
と

名
札
を
授
与
し
ま
し
た
。
講
座
修
了
者
に
は

今
後
も
、「
で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
範
囲
で
、

で
き
る
時
に
」
無
理
な
く
行
え
る
助
け
合
い

活
動
の
創
出
に
向
け
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
行
う
予
定
で
す
。

　

市
で
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
ス
タ
ッ

フ
も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
の
講
座
運
営
で
し

た
が
、
参
加
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
さ

に
も
助
け
ら
れ
、
無
事
全
4
回
の
講
座
を
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
第
2

回
講
座
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
地
域

で
で
き
る
ち
ょ
っ
と
し
た
助
け
合
い
活
動
に

興
味
の
あ
る
人
は
、ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講師の話を熱心に聞く受講者

グループワークに取り組む受講者

高
齢
者
等
の
生
活
支
援
を
担
う
暮
ら
し
ね
っ
と
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め

に
　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
を

送
る
た
め
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
百
歳
体
操

で
す
。
体
操
で
元
気
に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
地
域
に
集
ま
る
場
が
で
き
た
こ

と
が
一
番
大
き
な
成
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
の
運
営
を
し
て
い
る
の
が
は
つ
ら
つ

サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。
は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー

は
、
参
加
者
が
元
気
に
な
る
の
が
う
れ
し
い
、

楽
し
そ
う
に
参
加
し
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し

い
と
や
り
が
い
を
感
じ
、
参
加
者
と
支
え
支

え
ら
れ
る
関
係
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
を
重
ね
る
ご
と
に
で
き
な
い
こ
と
が
増

え
て
い
き
ま
す
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
困
り

ご
と
を
支
援
す
る
た
め
に
暮
ら
し
ね
っ
と
サ

ポ
ー
タ
ー
の
人
材
育
成
も
始
ま
り
ま
し
た
。

高
齢
化
と
と
も
に
増
え
て
い
る
認
知
症
高
齢

者
を
地
域
で
支
え
る
た
め
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
も
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
を

対
象
に
市
内
各
地
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
自
分
自
身
が
健
康
で
い
る
努
力
と

と
も
に
元
気
な
う
ち
は
周
り
を
支
え
る
と
い

う
ス
タ
イ
ル
が
求
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
し
自
分
ら
し
く
い
き
い

き
と
日
々
の
暮
ら
し
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

問
市
介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
35
‐
１
１
１
2
（
課
代
表
）

　　 自分らしい
　生活を笑顔で
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7
月
7
日
、
池
島
地
区
の
水
辺
の
楽
校

で
え
び
の
市
消
防
団
夏
季
点
検
・
操
法
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
各
地
区
の

消
防
団
32
チ
ー
ム
が
参
加
。ポ
ン
プ
車
の
部
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
、
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の

部
に
分
か
れ
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
競

い
合
い
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
消
防
操
法

技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

競
技
は
、
水
利
か
ら
3
本
の
ホ
ー
ス
を
結

合
し
て
放
水
し
、
火
点
が
倒
れ
る
ま
で
の
タ

イ
ム
を
競
い
ま
す
。
審
査
で
は
、
敬
礼
や
号

令
な
ど
の
規
律
、
的
確
機
敏
な
機
械
器
具
操

作
な
ど
も
総
合
的
に
採
点
さ
れ
ま
す
。

　

各
地
区
の
消
防
団
員
は
、
仕
事
が
終
わ
っ

た
後
や
早
朝
な
ど
に
集
ま
り
、
こ
の
大
会
に

向
け
て
訓
練
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

■えびの市消防操法大会結果
ポンプ車の部

優　勝 3 分団 1 部 京町、上向江
準優勝 2 分団 7 部 中島
3　位 1 分団 2 部 飯野麓

小型ポンプの部
優　勝 2 分団 6 部 東川北、榎田、牧の原
準優勝 3 分団 3 部 中浦
3　位 3 分団 5 部 上島内

小型ポンプ積載車の部
優　勝 3 分団 7 部 下島内
準優勝 2 分団 1 部 松原、前松原、麓
3　位 3 分団 2 部 水流、東・中内竪、南・北昌明寺
4　位 2 分団 3 部 西長江浦上・下
5　位 1 分団 8 部 田代、出水
6　位 3 分団 8 部 西川北

第 2 分団第 6 部　 松岡 寿幸 部長
優勝をねらって、雨が降る中、毎日練習してきまし
た。みんなで頑張ってきたのが結果になってうれし
いです。

第 3 分団第 7 部　吉元 直樹 班長
初めて連覇することができました。団員全員が助け
合って、家族などにも助けてもらって優勝すること
ができました。

第 3 分団第 1 部　奥松 仁 部長
人数が少ない状況で、毎日練習しました。優勝でき
てほっとしています。家族の支えやみんなが頑張っ
てくれたことが結果につながったと思います。

■ 優 勝 し た 部 に 話 を 聞 き ま し た え
び
の
市
消
防
団

夏
季
点
検
・
操
法
大
会
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えびの初の木材チップ工場

企業立地協定調印式

　市と九州丸和林業株式会社が企業立地協定を
締結しました。これは、地域経済の発展と雇用
機会の拡大を図ることを目的に結ばれたもので
す。同社は、原田地区に工場を新設し木材チッ
プの製造を行います。
　同社代表取締役社長北岡幸一氏は「えびの工
場では、バイオマス発電所で使用する燃料用の
木材チップを製造します。地域に貢献できるよ
う頑張ります」とあいさつしました。

安全運転を呼びかけ

夏の交通安全県民総ぐるみ運動

　道の駅えびので、夏の交通安全県民総ぐるみ
運動街頭キャンペーンが行われました。
　キャンペーンには、交番駐在所連絡協議会、
交通指導員会、防犯協会など 11 団体、約 70
人が参加しました。
　参加者は、道の駅に訪れた買い物客などにチ
ラシと炭酸飲料水などを配り、「事故に気を付
けて安全運転をお願いします」と声をかけてい
ました。

7/12

家畜の無病息災を願う

上浦地区伝統芸能「棒踊り・鎌踊り」
7/15

霧島の自然を走破

霧島・えびの高原エクストリームトレイル

　第 7 回霧島・えびの高原エクストリームト
レイルが行われました。これは、霧島・えびの
高原の文化および自然環境の素晴らしさや霧島
ジオパークを体感してもらうことを目的に行わ
れているものです。
　悪天候のため、ロングコースは約 37㎞に短
縮されましたが、ロング・ショートコースに、
国内外から 840 人が挑みました。

7/21

頂点を狙う

飯野亀城野球スポーツ少年団表敬訪問 　

飯
野
亀
城
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
市
長
を
訪
れ
、
8
月
2
日
か
ら
7

日
に
久
留
米
市
で
行
わ
れ
る
「
筑
後

川
旗
第
36
回
西
日
本
学
童
軟
式
野
球

大
会
」
に
出
場
す
る
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。
同
少
年
団
は
、6
月
15
日
、

16
日
に
開
催
さ
れ
た
第
44
回
宮
崎
県

若
鷲
旗
争
奪
少
年
軟
式
野
球
大
会
で

ベ
ス
ト
4
に
入
り
、
出
場
権
を
得
ま

し
た
。

　

主
将
の
新
天
寺
悠
平
く
ん
（
小
学

6
年
）は「
自
慢
の
打
線
で
打
ち
勝
っ

て
、
優
勝
し
た
い
で
す
」
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

7/17

留学生140人を歓迎夜空を彩る4千発の花火

えびの市留学生歓迎会京町温泉夏祭り花火大会

　市国際交流センターで「えびの市留学生歓迎
会」が行われました。今年、中国の長春日章学
園高中（高校）からえびの市の日章学園九州国
際高等学校に来た留学生 140 人を歓迎しまし
た。歓迎会では、えびの太鼓の演奏や留学生の
踊りが披露されました。留学生の丁梓恒（ディ
ンズハン）さんは「とても良い環境で過ごすこ
とができています。もっと地域の皆さんのこと
を知りたいです」と話していました。

　真幸地区体育館で「第 23 回えびの京町温泉
夏祭り花火大会」が行われました。これは、京
町温泉夏祭り実行委員会の主催で行われたもの
です。
　雨のため、真幸アリーナのステージで、園児
たちによるおみこしや踊りの披露、バルーン
ショーなどが行われました。
　ステージイベントの後には、約 4 千発の花
火が打ち上げられました。

7/87/137/16

　上浦の澤原八坂神社で「棒踊り・鎌踊り」の
奉納が行われました。上浦地区では、毎年この
日に稲の豊作や家畜の無病息災などを願って踊
りを奉納します。
　棒踊りには、保存会青年部の 14 人が、鎌踊
りには、岡元小学校の児童 21 人が参加しまし
た。藤嶋優

ゆ い

維さん（小学 2 年）は「いっぱい
練習をしました。手を上げるところが難しかっ
たです」と話していました。
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熱戦を繰り広げる

全国高等学校総合体育大会男子バレーボール競技大会開催 　

真
幸
地
区
体
育
館
で
、
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
場
で
は
、
7
月
31
日
に
予
選

グ
ル
ー
プ
戦
と
敗
者
復
活
戦
、
8

月
1
日
に
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

（
1
、
2
回
戦
）
の
計
10
試
合
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
各
校
そ
れ
ぞ
れ
の

大
き
な
声
援
を
背
に
、
コ
ー
ト
狭
し

と
全
力
で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

7/31・
8/1

太鼓の響きを堪能

第19回太鼓フェスティバルinえびの

　市国際交流センター野外ステージで「第 19
回太鼓フェスティバル in えびの」が行われま
した。これは、和太鼓の素晴らしさを多くの人
に知ってもらおうと、2 年に 1 回、太鼓フェス
ティバル実行委員会が行っているものです。
　フェスティバルには、宮崎県、熊本県から 9
団体が出演。市内外から約 500 人が訪れました。
訪れた観客は、太鼓の響きに聞き入っていまし
た。

7/27

没後400年を記念して

島津義弘公没後四百年顕彰記念企画

　市文化センター大研修室で「島津義弘公没後
四百年顕彰記念企画講演会」が行われました。
　これは、島津義弘公が亡くなって、今年で
400 年を迎えたことから、市歴史民俗資料館が
行ったものです。
　講師に生目の杜遊古館新名一

かずひと

仁氏を招いて
「島津義弘と真幸院ー義弘の前半生ー」という

演題で講演しました。講演会には、市内外から
約 90 人が訪れました。

7/28

人牛一体となってジャンプ

牛越祭

　西川北菅原神社で、牛越祭が行われました。
祭には、市内外から約 300 人の観客が来場し
ました。
　牛越祭は、400 年以上の歴史があります。牛
が丸太を跳び越えることで、家畜の無病息災と
豊作を祈ります。
　今年は、15 頭の牛が丸太越えに挑戦しまし
た。牛が丸太を跳び越えるたびに、観客から歓
声が上がっていました。

7/28

九州大会でも良い結果を

九州中学校体育大会出場報告 　

市
内
各
中
学
校
の
生
徒
が
宮
崎
県

大
会
の
結
果
と
九
州
中
学
校
体
育
大

会
へ
の
出
場
報
告
で
市
長
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

宮
崎
県
大
会
で
は
、
上
江
中
学
校

の
新
体
操
部
団
体
が
優
勝
、
加
久
藤

中
学
校
の
硬
式
テ
ニ
ス
団
体
が
優

勝
、
飯
野
中
学
校
の
陸
上
部
男
子
個

人
２
０
０
ｍ
が
2
位
と
い
う
結
果
を

収
め
ま
し
た
。

　

各
九
州
大
会
は
、
8
月
3
日
か
ら

9
日
に
か
け
て
、
熊
本
・
佐
賀
・
長

崎
の
各
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

7/30

ふるさとを知ってもらう

上江駅にふるさと紹介パネル設置

　JR 上江駅待合所に、上江地区のふるさと紹
介のパネルが設置されました。
　上江地区の 9 つの自治会それぞれにある史
跡、名勝、文化財、伝統芸能などを紹介してい
るパネルです。
　上江地区の宝物を多くの人に PR するため、
駅を利用する人や停車中に吉都線の列車に乗車
している人に見てもらおうと設置されたもので
す。

7/23
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公 営

10月から公共料金が変わります

　10 月 1 日から消費税が現在の 8％から 10％に引き上げられます。これに伴い、公共施設の使用料やそ
の他の手数料などが変わります。改定を行うものは、以下の表の施設などになります。詳しくは、各担当
課にお問い合わせください。

○公共施設の使用料

※今回の改定は、10 月 1 日以降の使用について適用します。　

○その他手数料など

※えびの市立病院の診断書等の手数料は、9 月末日までの申し込み分が消費税率 8％、10 月 1 日以降の申
し込み分が消費税率 10％となります。
※水道料金については、４期分（8 月、9 月使用分）までが消費税率 8％、5 期分（10 月、11 月使用分）
からは消費税率 10％となります。

施設名 お問い合わせ先

えびの市飯野出張所多目的室 飯野出張所 ☎ 33-1111

個室使用料 えびの市立病院 ☎ 33-1023

各運動公園、各体育館、文化センター、北岡松集会所、み
どり集会所

市社会教育課 ☎ 35-2268

各コミュニティセンター、国際交流センター 市民協働課 ☎ 35-1118

八幡丘公園、白鳥森林公園、アウトドアビジターセンター、
京町温泉駅観光交流センター、白鳥温泉上湯、白鳥温泉下
湯、矢岳高原ベルトンオートキャンプ場、えびの高原キャ
ンプ村、えびの高原露天風呂

市観光商工課 ☎ 35-1114

項目 お問い合わせ先

市指定ごみ袋
美化センター ☎ 33-5782

事業系のごみ処理手数料

診断書等手数料 えびの市立病院 ☎ 33-1023

水道料金および水道加入金 水道課 ☎ 35-1113

�えびの市立病院 地域医療連携室　☎33-1023

医 療

地域包括ケア病床を導入

　

今
後
、
少
子
高
齢
社
会
が
進
展

す
る
こ
と
か
ら
、
２
０
２
５
年
に

向
け
て
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、
地
域
に
お
け

る
「
住
ま
い
」「
医
療
」「
介
護
」

「
予
防
」「
生
活
支
援
」
の
5
つ
の

サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
で
き

る
ケ
ア
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で

す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
の
医

療
機
関
の
役
割
と
は
、
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
医
療
機

関
ご
と
の
役
割
を
分
担
し
、
継
続

し
て
医
療
・
介
護
を
提
供
で
き
る

仕
組
み
作
り
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

市
立
病
院
で
は
、
平
成
31
年
4

月
か
ら
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
は
、
一
般
病
床
で
の
急
性

期
治
療
を
終
え
、
病
状
が
安
定
し

た
患
者
の
皆
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
に
戻
れ
る
よ
う
支
援
す
る

病
床
で
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
に
入
院
す

る
と
、主
治
医
、看
護
師
、薬
剤
師
、

管
理
栄
養
士
、
地
域
医
療
連
携
室

ス
タ
ッ
フ（
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
・

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
退

院
支
援
看
護
師
）等
が
協
力
し
て
、

患
者
の
皆
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
や
在

宅
復
帰
に
向
け
た
退
院
支
援
（
相

談
・
準
備
等
）
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

【
地
域
医
療
連
携
室
を
設
置
】

　

平
成
31
年
4
月
に
地
域
医
療
連
携

室
を
設
置
し
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
1
人
、
退
院
支
援
看
護
師

1
人
、
理
学
療
法
士
2
人
の
計
4
人

体
制
で
在
宅
復
帰
に
向
け
た
、
充
実

し
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

患
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
療
養
で

き
る
よ
う
に
、
経
済
的
な
問
題
、
在

宅
生
活
に
お
け
る
生
活
上
の
問
題
、

転
院
に
関
す
る
相
談
な
ど
幅
広
く
対

応
で
き
る
相
談
支
援
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
。

　

住
民
一
人
一
人
が
そ
の
人
ら
し
い

生
活
を
行
え
る
よ
う
一
緒
に
考
え
、

解
決
に
向
け
て
お
手
伝
い
し
ま
す
。 

　

医
療
や
介
護
・
福
祉
な
ど
の
相
談

や
、
紹
介
患
者
の
外
来
受
診
・
転
院

相
談
な
ど
、
お
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

【
退
院
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
】

　

退
院
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と

は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
（
医
師
・
看

護
師
・
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
・
理
学
療
法
士
等
）
と
、
在

宅
ス
タ
ッ
フ（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・

訪
問
看
護
師
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
所
等
）
な
ど
の
多
職
種
が
参
加

し
、
患
者
の
皆
さ
ん
の
入
院
中
の

情
報
や
退
院
後
の
課
題
、
サ
ー
ビ

ス
内
容
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
ま

す
。
多
職
種
連
携
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
患
者
・
家
族
の
皆
さ
ん
に

対
し
て
質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供

し
、
安
心
・
安
全
な
生
活
の
支
援

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一般病床

症状安定

地域包括ケア病床
（リハビリ、退院支援）

自宅または施設

○市立病院地域包括ケア病床入院の流れ

入　院

退院前カンファレンスの様子

・治療

・もう少し経過観察が必要
・在宅復帰に不安がある
・更なるリハビリが必要

・退院・退院

地域医療連携室のスタッフ（中央は病院長）
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�市学校教育課 総務係　☎35-3721（課直通）

教 育 通学路危険箇所合同点検を実施

　

7
月
30
日
、
市
教
育
委
員
会

で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
各
小

学
校
区
で
「
通
学
路
危
険
箇
所

合
同
点
検
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
登
下
校
時
の
安
全
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
ハ
ー
ド
面

の
整
備
は
各
関
係
機
関
の
連
携

が
必
要
で
す
。
こ
の
点
検
は
、

各
関
係
機
関
と
合
同
で
行
う
こ

と
で
、
危
険
箇
所
の
情
報
を
共

有
し
、
改
善
す
る
た
め
に
実
施

し
た
も
の
で
す
。

　

点
検
に
は
、
宮
崎
県
小
林
土

木
事
務
所
、
え
び
の
警
察
署
、

市
建
設
課
、
市
基
地
・
防
災
対

策
課
、
市
農
林
整
備
課
、
市
学

校
教
育
課
、
各
小
中
学
校
の
教

職
員
ら
約
30
人
が
参
加
し
、
用

水
路
近
く
の
通
学
路
や
見
通
し

の
悪
い
交
差
点
な
ど
を
見
て
回

り
ま
し
た
。

　

危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
今

回
の
点
検
の
結
果
を
踏
ま
え
、

対
応
で
き
る
も
の
か
ら
改
善
し

て
い
き
ま
す
。

各関係機関が合同で危険箇所を点検

　
「
太
鼓
は
野
外
で
た
た
い
て
、
聞
い
て
も

ら
う
の
が
一
番
で
す
」
と
話
す
の
は
、
太
鼓

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
委
員
長
の
桑

原
明
さ
ん
で
す
。

　

桑
原
さ
ん
は
、
長
年
、
え
び
の
で
行
わ
れ

て
い
る
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
実
行
委
員

会
の
委
員
長
を
務
め
て
お
り
、
え
び
の
童
夢

太
鼓
の
代
表
者
で
す
。
ま
た
、昨
年
ま
で
は
、

宮
崎
県
太
鼓
連
合
の
副
会
長
で
、
現
在
は
同

連
合
の
相
談
役
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

桑
原
さ
ん
が
和
太
鼓
に
携
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
お
子
さ
ん
が
小
学
生
に
な
る

前
に
保
育
園
が
太
鼓
教
室
を
開
催
し
た
と
き

だ
っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。「
太
鼓
教
室
の

保
護
者
会
の
会
長
を
し
ま
し
た
。
当
時
は
和

太
鼓
の
道
具
が
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
く

て
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
回
っ
て
苦
労
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
」
と
桑
原
さ
ん
。

　

出
演
団
体
と
の
交
渉
を
行
っ
て
い
る
の
は

桑
原
さ
ん
で
す
。「
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
演

奏
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
、
毎
回

1
つ
か
ら
2
つ
は
え
び
の
で
は
初
と
な
る
団

体
を
呼
ぶ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
夏
は
イ
ベ

ン
ト
が
重
な
っ
て
い
て
出
演
交
渉
が
難
し
い

で
す
が
、
出
演
時
間
を
調
整
し
て
出
演
で
き

る
と
こ
ろ
に
は
お
願
い
し
て
い
ま
す
」

　
「
私
も
少
し
和
太
鼓
を
た
た
き
ま
す
が
、

野
外
と
屋
内
で
は
野
外
の
方
が
気
持
ち
よ
く

た
た
け
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
よ
さ
が
響
き
と

な
っ
て
見
に
来
て
い
る
人
に
伝
わ
っ
て
感
動

に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
野
外
で
の
開
催

に
こ
だ
わ
り
た
い
で
す
」
汗
い
っ
ぱ
い
で
も

笑
顔
の
桑
原
さ
ん
で
し
た
。

和太鼓の響き
を届けたい

桑
原
明
さ
ん

Profile

くわはらあきら／田代／
62 歳／趣味：和太鼓

�市観光商工課 観光係　☎35-1114（直通）

記 念 島津義弘公没後400年記念番組の制作開始

　

7
月
21
日
に
、
島
津
義
弘
公

没
後
４
０
０
年
を
迎
え
ま
し

た
。
市
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し

て
、
島
津
義
弘
公
没
後
４
０
０

年
記
念
番
組
の
制
作
を
行
い
ま

す
。
7
月
か
ら
撮
影
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

島
津
義
弘
は
、
29
歳
か
ら
55

歳
ま
で
の
26
年
間
を
飯
野
城
で

過
ご
し
ま
し
た
。
29
歳
の
時
に

三
州
統
一
を
目
指
し
て
、
伊
東

氏
と
の
最
前
線
基
地
・
飯
野
城

に
入
城
し
ま
し
た（
１
５
６
４

年
）。
そ
の
後
、
木
崎
原
の
合

戦
、
高
城
・
耳
川
の
戦
い
で
、

伊
東
氏
と
豊
後
の
大
友
氏
を
撃

破
し
、
三
州
統
一
を
な
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
記
念
番
組
は
、「
戦

国
の
武
勇
・
島
津
義
弘
が
、
飯

野
城
26
年
の
戦
国
の
世
に
何
を

見
た
の
か
」顕
彰
す
る
も
の
で

す
。
番
組
で
は
、
木
崎
原
合
戦

の
島
津
軍
・
伊
東
軍
の
動
き
が

分
か
り
や
す
い
よ
う
に
上
空
か

ら
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
撮
影

し
、
よ
り
具
体
的
に
再
現
し
ま

す
。
ま
た
、
歴
史
作
家
の
桐
野

作さ
く
じ
ん人
氏（
鹿
児
島
出
身
）を
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
と
し
、
番
組
を
よ
り

わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
解

説
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

木
崎
原
古
戦
場
や
郷
土
芸
能

の
撮
影
を
皮
切
り
に
、
9
月
末

か
ら
10
月
に
か
け
て
撮
影
が
本

格
化
し
ま
す
。
こ
の
記
念
番
組

は
、
市
制
50
周
年
記
念
番
組
と

し
て
、
令
和
2
年
1
月
に
民
放

テ
レ
ビ
で
放
送
予
定
で
す
。
島

津
義
弘
公
の
歩
み
を
後
世
へ
伝

え
る
と
と
も
に
、
市
の
魅
力

た
っ
ぷ
り
の
映
像
を
楽
し
み
に

し
て
く
だ
さ
い
。

ドローンで撮影を行いました
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う
つ
状
態
は
「
こ
こ
ろ
の
S
O
S
」

で
す
。う
つ
は
誰
で
も
陥
る
可
能
性
の

あ
る
症
状
で
、
15
人
に
1
人
は
う
つ
病

に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。心
配

な
の
は
、
う
つ
に
な
る
こ
と
で
は
な
く
、

そ
れ
に
気
付
か
ず
に
放
置
し
て
お
く
こ

と
で
す
。

　

う
つ
は
一
言
で
い
う
と
、
こ
こ
ろ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
下
し
て
い
る
状
態
で

す
。
気
分
が
沈
み
、
何
に
対
し
て
も
意

欲
が
わ
か
ず
、
こ
れ
ま
で
問
題
な
く
で

き
て
い
た
仕
事
や
家
事
が
時
間
を
か
け

も
し
れ
ま
せ
ん
。か
か
り
つ
け
医
や
専

門
の
医
療
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

□
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い

□
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て
い
た
こ

と
が
、
楽
し
め
な
く
な
っ
た

□
以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
、

今
で
は
お
っ
く
う
に
感
じ
ら
れ
る

□
自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思
え
な

い□
わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な
感
じ
が

す
る　

　

文
：
市
健
康
保
険
課 

山
之
口
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

「
こ
こ
ろ
の
S
O
S
」
に
気
付
こ
う

て
も
で
き
な
い
な
ど
、
思
考
が
働
か
な

く
な
っ
た
り
、
決
断
が
で
き
な
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
ん
な

自
分
を
責
め
る
の
も
う
つ
の
症
状
で

す
。
不
眠
や
食
欲
不
振
、
疲
れ
や
す
い

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
体
の
症
状
も
現

れ
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
こ
こ
ろ
や

体
の
つ
ら
さ
に
「
見
て
見
ぬ
ふ
り
」
を

し
な
い
こ
と
で
す
。

　

次
の
項
目
の
う
ち
2
つ
以
上
当
て
は

ま
り
、
そ
の
状
態
が
2
週
間
以
上
ほ
と

ん
ど
毎
日
続
い
て
い
る
場
合
は
う
つ
か

配
り
が
要
求
さ
れ
た
り
、
精
神
的
な
負

担
が
か
か
る
と
言
っ
た
問
題
点
も
多
い

で
す
が
、
解
決
へ
向
け
て
男
女
が
協
力

し
合
い
支
え
あ
う
姿
勢
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
共
働
き
家
庭
が
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
介
護
と
仕
事
の
両
立
の
た
め

に
「
女
だ
か
ら
男
だ
か
ら
」
と
い
っ
た

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識

を
解
消
し
、
高
齢
化
社
会
へ
一
人
一
人

が
意
識
を
変
え
て
安
心
し
て
介
護
を
行

え
る
よ
う
に
な
れ
ば
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
文
：
市
総
務
課
人
権
啓
発
室

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

介
護
と
男
女
共
同
参
画

　

今
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
み
介
護
の
必
要
な
高
齢
者
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。平
成
31
年
4
月
1
日

現
在
に
お
け
る
え
び
の
市
の
65
歳
以
上

の
高
齢
者
は
、
全
人
口
の
約
41
・
6
％

を
占
め
て
お
り
今
後
ま
す
ま
す
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。　

　

介
護
と
い
え
ば
少
し
前
ま
で
は
女
性

が
担
う
の
が
一
般
的
で
し
た
が
、
最
近

で
は
、
男
性
が
退
職
や
転
職
を
し
て
家

族
の
介
護
を
す
る
人
も
増
え
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
30
年
版
の
高
齢
者
社
会
白
書
に

よ
る
と
、
介
護
を
行
う
人
の
割
合
は
女

性
が
約
66
％
、
男
性
が
34
％
と
依
然
と

し
て
、
女
性
が
介
護
を
担
っ
て
い
る
割

合
が
高
い
状
況
で
す
。こ
れ
も
人
々
の

意
識
の
中
で
長
い
時
間
を
か
け
て
形
づ

く
ら
れ
て
き
た
「
介
護
は
女
性
、
仕
事

は
男
性
」
と
い
う
考
え
が
強
い
か
ら
で

す
。

　

介
護
は
人
ご
と
で
も
特
別
な
こ
と
で

も
な
く
、
自
分
の
身
近
に
あ
る
誰
に
で

も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
す
。細
か
い
気

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件� 本年累計 195件

交通事故を防ぎましょう

お酒の飲み方には注意を

個人差はありますが、お酒は飲み方や飲む量を間
違えると「急性アルコール中毒」を起こすこと

があります。
　焼酎（アルコール度数 25 度）、日本酒（アルコー
ル度数 15 度）の場合、焼酎換算で 3 から 4 合弱、日
本酒換算で 5 から 7 合で、意識が混濁し歩行不能、
おう吐による誤

ご え ん

嚥や窒息のリスクがあります。焼酎
換算で 4 合以上、日本酒換算で 7 合以上で昏睡、呼
吸抑制、体温低下、死亡の危険があります。そのよ
うな中毒を起こさないためにも「空腹時は、おつま
みを食べながら飲む」「一気飲みなど、一度に多量の
アルコールを摂取しない」などを心掛けましょう。

こ の 時 期 は 、普 段 子 ど も た ち が 出 歩 い て い
な い 時 間 帯 や 場 所 で 見 か け る こ と が 多 く

な っ て い ま す 。ま た 、学 校 も 始 ま り ま す 。
　 普 段 よ り も 歩 行 者 や 自 転 車 に 注 意 し て 運 転 す
る よ う に し ま し ょ う 。
　 ま た 、9 月 に は 連 休 も あ り ま す 。旅 行 等 で 、慣
れ な い 道 を 走 っ た り 、疲 労 等 で 緊 張 感 を 欠 い た
運 転 に な っ た り し ま す 。そ の よ う な と き は 、い
つ も よ り 長 め の 車 間 距 離 や 休 憩 を 取 る よ う に し
ま し ょ う 。
　 心 に 余 裕 を 持 っ た 安 全 運 転 を 心 掛 け 、交 通 事
故 を 防 ぎ ま し ょ う 。

7月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 2件 年 計 8件
救 急 82件� 年 計 524件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 2件 本年累計 18件
物 件 20件� 本年累計 184件

　

市
に
は
、
4
カ
所
（
南
部
・
東
部
・
中

部
・
西
部
）
に
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
で
あ

る
「
高
齢
者
実
態
把
握
調
査
」
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

高
齢
者
実
態
把
握
調
査
と
は
、
市
内

に
在
住
す
る
お
お
む
ね
70
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
個
別
に
住
居
を
訪
問
し
、
健

康
状
態
や
生
活
状
況
の
確
認
、
生
活
全

般
の
困
り
ご
と
へ
の
相
談
対
応
を
行
う

も
の
で
す
。

　

年
齢
を
重
ね
て
も
心
身
と
も
に
健
康

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
の
で

す
が
、
病
気
な
ど
が
原
因
で
、
何
か
し

ら
生
活
に
支
障
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
高
齢
者
実
態
把
握
調
査
で
は
、
そ

う
い
っ
た
状
況
が
少
し
で
も
改
善
で
き

る
よ
う
、
市
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
、
必
要
に
応
じ

て
手
続
き
の
代
行
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
を
、
第
三
者
へ
漏
ら
す
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
訪
問
し
た
際

に
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
1
1
1
2
（
課
直
通
）

〇
南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
25
‐
3
3
1
1
（
ほ
う
よ
う
内
）

〇
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
2
3
7
7
（
さ
く
ら
苑
内
）

〇
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
2
8
0
0
（
え
び
の
市
社
会
福

祉
協
議
会
内
）

〇
西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
3
0
8
5（
え
び
の
涼
風
園
内
）

　
文
：
西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

ご
相
談
く
だ
さ
い「
高
齢
者
実
態
把
握
調
査
」

あんしんねっと
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お 知 ら せ

成人男性の風しん抗体検査・予防接
種

　風しんの感染拡大を防止するため、全国的な取り組み
が始まりました。公的な予防接種を受ける機会がなく風
しんの抗体保有率が低い昭和37年4月2日から昭和54年4
月1日生まれの男性を対象に、令和4年3月31日までの期
間に限り、風しんの抗体検査・予防接種を実施します。
　なお、令和元年度の対象者には、今回、クーポン券（無
料受診券）を送付しています。

【対象】・今年度は昭和47年4月2日から昭和54年4月1日
生まれの男性
※検査日・予防接種日時点で市に住民登録があること
※昭和37年4月2日から昭和47年4月1日生まれの男性は
今年度の対象ではありませんが、希望する人はお問い合
わせください。

【クーポンの有効期限】令和2年3月31日まで
【受診方法】

届いたクーポン券を委託医療機関に持参し、抗体検査を
行い、その結果抗体が基準値より低い人には予防接種を
行います。この場合、麻しん・風しん混合（ＭＲ）ワクチ
ンを接種します。

【料金（自己負担額）】抗体検査・予防接種ともに無料
■風しん抗体検査・予防接種の費用助成
　平成31年1月1日以降、クーポン券が届く前に自費で抗
体検査・予防接種を受けた人に対し、抗体検査・予防接種
にかかった費用を助成します。

【申請に必要な書類】医療機関で発行された風しん抗体
検査または予防接種に係る領収書、医療機関で実施した
抗体検査結果がわかるもの、本人名義の振込先金融機関
の口座番号がわかるもの
申・問市健康保健課 市民健康係
☎35-1116（直通）

風しんの任意予防接種費用を助成
します

　先天性風しん症候群の発生予防のために、現在、風し
んの抗体検査を実施していますが、抗体検査の結果ワク
チン接種を受けた人に対し接種費用の一部を助成します。

【対象】

・妊娠を希望する女性および配偶者または同居するパー
トナー

・風しんの抗体価が低い妊婦の配偶者または同居する
パートナー
　上記対象者のうち平成31年1月1日以降に風しんワク
チンまたは麻しん・風しん混合（ MR ）ワクチンを接種し
た人で接種日においてえびの市に住所を有していた人

【助成額】
［風しんワクチン］接種料金から自己負担額（ 2,500円）

を差し引いた額
［麻しん・風しん混合（ MR ）ワクチン］接種料金から自己

負担額（4,000円）を差し引いた額
【実施期限】令和2年3月31日まで
【申請に必要な書類】医療機関で発行された領収書、医療

機関で実施した抗体検査結果がわかるもの、配偶者また
は同居するパートナーの母子健康手帳、本人名義の振込
先金融機関の口座番号がわかるもの
申・問市健康保険課 市民健康係
☎35-1116（直通）

猫はルールを守って飼いましょう

　最近、猫に関する苦情が多数寄せられています。猫に
癒されている人がいる一方で、猫のふん害や鳴き声が
うるさくて困っているという人もいます。飼い主は、た
だかわいがるだけでなく、猫の本能や習性をよく理解し、
まわりの人に迷惑をかけないようにマナーを守りましょ
う。
■猫は室内飼いをしましょう。

・隣家にふん等の迷惑をかけません。
・事故による負傷を防げます。
・病気の感染から守れます。
■猫に不妊・去勢手術を受けさせましょう。

・望まない妊娠がなくなります。
・病気の予防、性格緩和の効果もあります。
■猫に屋外で餌を与えないようにしましょう。

・与えたままの状態にすると猫が不衛生になります。
・野良猫が居つく原因となります。
問市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）

5分後に恋の結末
友情と恋愛を両立させる

3つのルール
橘つばさ・桃戸ハル／著

かとうれい／絵
（学研）

おすすめの一冊

えびの市民図書館
☎35-0242  http://ebino-city-lib.jp/

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　
　　　　　　　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

芥川賞ぜんぶ読む

菊池良／著
（宝島社）

◎お知らせ

■生物多様性・古代パネル展
●期間＝9月1日（日）～ 9月29日（日）
●場所＝図書館入口

■紙芝居講座
●日時＝9月8日（日）午後1時～
●場所＝市文化センター
●参加料＝無料
●講師＝童心社認定講師
●定員＝50人 ※事前にお申し込みください。

■敬老の日特別企画「綾小路きみまろ爆
笑！最新ライブベストセレクション1」
●期間＝9月14日（土）午後1時30分～午後3時
●場所＝学習室
※DVDでの上映になります。参加料は無料です。

9 月 時間
飯野駅前地区体育館→飯
野出張所 4 日（水）、18 日（水）14：05 ～ 15：15

麓橋団地→大平職員宿舎
→自衛隊官舎 6 日（金）、20 日（金）14：50 ～ 16：30

プラッセだいわ→真幸地
区体育館→老人福祉セン
ター

12 日（ 木 ）、26 日
（木） 14：05 ～ 16：30

飯野地区コミュニティ　
センター

13 日（ 金 ）、27 日
（金） 14：05 ～ 14：30

岡元小学校→市立病院→
さくら苑

11 日（ 水 ）、25 日
（水） 13：15 ～ 15：15

◎ブックランド号
■大人のぬり絵講座
●日時＝9月21日（土）午後2時30分～午後4時
●場所＝学習室
●参加料＝無料
●講師＝サクラクレパス認定講師
●定員＝20人 ※事前にお申し込みください。

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（田中虎夫さん）☎ 33 ｰ 2959まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。
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【リフト付き検診車について】
　リフト付き検診車による検診を以下の日程で行います。
リフト付き検診車では車いすから検診専用の車いすに乗
り換えて撮影ができます。通常の検診車での検診が困難
な人は、ぜひ、この日をご利用ください。

期日 会場 時間

11 月 19 日
（火）

飯野駅前地区体育館 9：30 ～ 11：30

国際交流センター 13：10 ～ 13：40

えびの市役所駐車場 14：00 ～ 15：30

11 月 21 日
（木）

飯野地区コミュニティセンター 9：30 ～ 11：30

上江地区体育館 13：20 ～ 14：20

下大河平公民館 14：50 ～ 15：20

問市健康保険課 市民健康係
☎35-1116（直通）

ボランティア募集
「豊かな森林づくり活動」
　市と特定非営利活動法人NPOえびのでは、宮崎県森林
環境税を活用し、広く市民などへ森林環境に関心を持っ
てもらい、次世代に健全な森を継承するために植樹地の
下草刈・植樹環境活動をしてもらうボランティアを募集
しています。　　　　　　　　　　　

【募集人員】80人（先着順）
【開催日】9月29日（日）
【時間】午前9時30分～午後1時 ［受付］午前9時
【活動場所】えびの市大字東川北（黒原市有林）
【集合場所】市役所駐車場 ※マイクロバスで現地に移動

します。
【申込期限】 9月20日（金）
【内容】下草刈・植樹環境活動
【必要なもの】作業のできる服装・軍手・雨具・おにぎり等

※草刈り鎌・くわ・昼食（おかず）・飲み物は主催者で準備
します。
※1日保険に加入します。

【申込方法】参加者の氏名、住所、連絡先を電話でお伝え
ください。
申・問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）
申・問特定非営利活動法人 NPOえびの 担当：新原

☎33-2177（夜間）

消費税軽減税率制度説明会

　小林税務署では、消費税軽減税率制度について理解を
深めてもらうために「消費税軽減税率制度説明会」を行
います。
　10月1日から消費税および地方消費税の税率が8％か
ら10％に引き上げられると同時に、消費税の軽減税率制
度が実施されます。この制度は、対象となっている品目
を取り扱う事業者だけでなく、消費税の納税義務がない
免税事業者の人を含め、多くの事業者に関係する制度で
す。ぜひ、ご参加ください。

【開催日時】9月5日（木） ①午前11時～正午　②午後1時
～午後2時

【場所】市文化センター 大研修室
問小林税務署 法人課税部門
☎23-3126（自動音声案内）※自動音声案内に従って「2」
を選択してください。

九州脊梁山地シカ広域一斉捕獲が
行われます

　えびの市を含む宮崎・鹿児島・熊本・大分・福岡県の5県
および各市町村合同で秋期のシカ一斉捕獲を実施します。
期間等は以下のとおりです。
　期間中の入山等については十分ご注意ください。
　市民の皆さんのご協力をお願いします。

【期間】
［一斉捕獲期間］9月8日（日）～ 22日（日）
［一斉捕獲日］①9月8日（日）

②9月15日（日）
③9月22日（日）
問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

生産調整（ WCS用稲・わら専用稲）
現地確認調査を実施します

　生産調整（ WCS用稲・わら専用稲）現地確認調査を実
施します。
　今回の調査は、WCS用稲・わら専用稲が調査対象とな
ります。
　調査は8月26日から次の日程で順次実施しますが、進
行具合によっては、日程を繰り上げて調査することもあ
りますので、対象の人は8月25日までに必ず転作田に立
て札を立ててください（立て札は黄色です）。

期日 対象地区

8 月 26 日（月）～ 28 日（水） 飯野・上江

8 月 28 日（水）～ 9 月 2 日（月） 加久藤・真幸

9 月 3 日（火）～ 4 日（水） 市外

　今回の調査結果を立て札に表示しますので、必ず立て
札を立ててください。結果を確認し、再検査の人は早急
に対応をお願いします。立て札がない場合は、場所の確
定ができず未作付とさせてもらいます。期日までに雑草
の除去など栽培管理の徹底をお願いします。
問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1650（直通）

受診ください「結核検診（飯野地区）」

　結核検診（飯野地区）を実施します。対象者である65
歳以上の人は、次の日程のいずれかで検診を受けてくだ
さい。ただし、次に該当する人は受ける必要はありませ
ん。また、下の①に該当する人は市健康保険課市民健康
係までご連絡ください。
①平成31年4月以降に職場や病院、施設等で胸部レント
ゲン検査を受けた人
②平成31年4月以降に肺がん検診を受診した人、または
市の人間ドックに申し込みをしている人

【受診方法】対象者には結核検診実施通知書が郵送され
ます。結核検診実施通知書を持って検診会場にお越しく
ださい。どの会場でも受診できますので、都合の良い会
場で受診してください。※検診費は無料です。

【日程および会場】

期日 会場 時間

9 月 3 日
（火）

堀浦多目的集会施設 9：30 ～ 10：00

上大河平鍋倉公民館 10：20 ～ 10：40

旧大河平小学校 11：00 ～ 11：30

下大河平公民館 13：20 ～ 15：00

9 月 6 日
（金）

東原田公民館 9：30 ～ 10：40

麓自治会子供広場 11：00 ～ 11：30

杉水流公民館 13：20 ～ 15：00

9 月 10 日
（火）

飯野地区コミュニティセンター 9：00 ～ 10：50

田ノ上運動場 11：10 ～ 11：30

今西公民館 13：20 ～ 13：50

池島公民館 14：10 ～ 14：50

上江地区体育館 15：10 ～ 15：30

9 月 13 日
（金）

前田公民館 9：30 ～ 10：30

坂元公民館 10：50 ～ 11：30

苧畑コミュニティセンター 13：20 ～ 14：00

高野畜産管理センター 14：30 ～ 14：50

9 月 17 日
（火）

飯野駅前地区体育館 9：00 ～ 11：30

南原田妙見活性化センター 13：20 ～ 13：50

南原田大迫・宮原畩雄様宅 14：10 ～ 14：40

9 月 20 日
（金）

山内公民館 9：30 ～ 10：10

えびの福祉作業所 10：30 ～ 11：30

上上江公民館 13：20 ～ 14：10

中上江公民館 14：30 ～ 15：00

9 月 24 日
（火）

飯野地区コミュニティセンター 9：30 ～ 10：30

南原田公民館 11：00 ～ 11：30

飯野駅前地区体育館 13：20 ～ 14：40

9 月 27 日
（金）

白鳥地区公民館 9：30 ～ 10：30

末永公民館 10：50 ～ 11：30

田代公民館 13：20 ～ 14：00

出水公民館 14：30 ～ 15：00
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霧 島 えび の 高 原 エクストリームトレ イル の 取 材 に 行
きました 。ロング・ショートそ れぞ れ のスタートの

時に雨が 強くなり写 真を撮るのが大 変でした 。（ 東 ）

記 念 番 組 撮 影 のドローン。バッテリー残 量などを自分
で 把 握して 勝 手 に 戻ってくるハ イテク 技 術 に 感 動

しました 。上 空 か ら の 映 像 は とてもき れ いでした 。記 念
番 組の放 送をお楽し みに！（ 久保 田 ）

人　口 18,160人（前月比-42人）

男性／ 8,572人（ -34人）　女性／ 9,588人（ -8人）

転入／ 30人　転出／ 43人
出生／ 5人　死亡／ 34人

世帯数 8,422世帯（前月比-13世帯）
（令和元年8月1日現在）

E
d
ito

r's

ます。
・子ども・子育て支援新制度の対象とならない幼稚園につ
いては、無償化となるための認定や償還払いの手続きが
必要な場合があります。
　0歳から2歳までの子どもたちについては、住民税非課
税世帯を対象として利用料が無償化されます。

・さらに、子どもが2人以上の世帯の負担軽減の観点から、
現行制度を継続し、保育所等を利用する最年長の子ども
を第1子とカウントして、0歳から2歳までの第2子は半額、
第3子以降は無償となります。※年収360万円未満相当世
帯については、第1子の年齢は問いません。

【対象となる施設・事業】
幼稚園、保育所、認定こども園に加え、地域型保育、企
業主導型保育事業（標準的な利用料）※地域型保育とは、
小規模保育、家庭的保育、居宅訪問型保育、事業所内保
育を指します。
■幼稚園の預かり保育を利用する子どもたち

・無償化の対象となるためには、市福祉事務所から「保育
の必要性の認定」を受ける必要があります。※原則、通っ
ている幼稚園を経由しての申請になります。「保育の必
要性の認定」の要件については、就労等の要件（許可保
育所の利用と同等の要件）があります。

・幼稚園の利用に加え、利用日数に応じて、最大月額
11,300円までの範囲で預かり保育の利用料が無償化され
ます。
■認可外保育施設、一時預かり事業、ファミリー・サポー
ト・センター等を利用する子どもたち

・無償化の対象となるためには、市福祉事務所から「保
育の必要性の認定」を受ける必要があります。※保育所、
認定こども園等を利用できていない人が対象となります。

「保育の必要性の認定」の要件については、就労等の要件
（許可保育所の利用と同等の要件）があります。
・3歳から5歳までの子どもたちは月額27,000円まで、0

歳から2歳までの住民税非課税世帯の子どもたちは月額
42,000円までの利用料が無償化されます。

【対象となる施設・事業】
認可外保育施設、一時預かり事業、ファミリー・サポート・
センター事業等
※認可外保育施設とは、一般的な認可外保育施設、地方
自治体独自の認証保育施設、ベビーシッター、認可外の
事業所内保育等を指します。
※無償化の対象となる認可外保育施設は、都道府県等に
届出を行い、国が定める基準を満たすことが必要です。
ただし、基準を満たしていない場合でも無償化の対象と
する5年間の猶予期間を設けます。
　また、就学前の障がい児の発達支援を利用する子ども
たちについても、3歳から5歳までの利用料が無償化され
ます。
問市福祉事務所 子育て支援係
☎35-3738（直通）

公正証書作成・無料相談所の開設

　都城公証人役場では、無料相談所を開設します。相談
は無料で、秘密は厳守します。

【開催日】10月9日（水）～ 11日（金）
【時間】午前9時～午後7時（昼休みを除く）
【場所】都城公証人役場
【内容】遺言・相続・任意後見契約・尊厳死宣言・賃貸借契

約・金銭貸借契約・離婚給付契約等の公正証書作成に関す
る相談 

【申込方法】事前に電話で予約をしてください。
申・問都城公証人役場
☎0986-22-1804

◎ 今月の 表 紙
7 月28 日、西 川 北 の 菅 原 神 社 で 牛
越 祭 が 行 わ れ まし た 。例 年 と 同 様
多 くの カ メラ マ ン が 訪 れ 、シャッ
ターチャンスを待っていました 。
　

市 制 施 行50周年 記 念事 業 のロゴ
マークおよびキャッチフレーズ募集

　えびの市は、2020年12月1日に市制施行50周年を迎え
ます。
　さまざまな記念事業の展開や市内外に本市の魅力を発
信するにあたり、事業の統一性を表すとともに、より多
くの人に愛着を深めてもらうため、えびの市制施行50周
年記念事業に使用するロゴマークとキャッチフレーズを
募集します。

【内容】市制施行50周年を表すロゴマークおよびキャッ
チフレーズ

【募集期限】10月4日（金）
【応募方法】応募用紙を市企画課政策係に直接、または郵

送、電子メールで提出してください。
【応募資格】どなたでも応募できます。
【賞品】ロゴマークおよびキャッチフレーズそれぞれ

最優秀賞1点（えびの市商工会商品券1万円分）
佳作6点（えびの市商工会商品券5千円分）

【その他】応募に関する詳細は、えびの市制施行50周年
記念事業ロゴマーク・キャッチフレーズ募集要項をご覧
ください。また、応募用紙および募集要項は、市ホーム
ページ（ https://www.city.ebino.lg.jp/ ）でダウンロード
するか、市役所本庁および各出張所で配布しています。
申・問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）
Eメール kikaku@city.ebino.lg.jp

法律・経済・こころ・福祉などに関する
「ワンストップ相談会」
　宮崎県では、9月の自殺予防週間に合わせて、法律・経
済・こころ・福祉などに関する相談窓口を一箇所に設け、

県民の皆さんの悩みに関する相談に専門機関の相談員が
対応します。事前の申し込みは不要です。

【開催日】9月15日（日）
【時間】午前10時～午後4時 ※受け付けは午後3時30分ま

で
【場所】県立図書館　研修ホール
【対象】宮崎県在住の人
【相談費用】無料
【専門機関】宮崎県弁護士会、宮崎県司法書士会、宮崎県

看護協会、宮崎県公認心理師・臨床心理士会、宮崎県精神
保健福祉協会、宮崎県自殺防止センター
申・問宮崎県福祉保健課 地域福祉保健・自殺対策担当
☎0985-26-7075

幼稚園、保育所、認定こども園等を
利用する子どもの利用料の無償化

　10月1日から、3歳から5歳までの幼稚園、保育所、認定
こども園などを利用する子どもたちの利用料が無償化さ
れます。
■幼稚園、保育所、認定こども園等を利用する子どもた
ち
　3歳から5歳までの全ての子どもたちの利用料が無償
化されます。

・幼稚園については、月額上限25,700円です。
・無償化の期間は、満3歳になった後の4月1日から小学校
入学前までの3年間です。※幼稚園・認定こども園（幼稚
園部分）については、入園できる時期に合わせて、満3歳
から無償化します。

・通園送迎費、食材料費、行事費などは、これまでどおり
保護者の負担になります。ただし、年収360万円未満相当
世帯の子どもたちと全ての世帯の第3子以降の子どもた
ちについては、副食（おかず・おやつ）の費用が免除され

今月の納税

個人市県民税 第2期
国民健康保険税 第2期
後期高齢者医療保険料 第2期
介護保険料 第3期
9月2日（月）までに納めましょう。



◀

オオワライタケ

夏
休
み
が
終
わ
り
、
朝
夕
の
気
温

が
下
が
り
始
め
る
と
地
面
や
枯

れ
木
か
ら
た
く
さ
ん
の
キ
ノ
コ
が
発
生

し
ま
す
。
え
び
の
高
原
周
辺
で
も
色
と

り
ど
り
の
キ
ノ
コ
が
我
々
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
大
き
さ
が
10
㎝
以
上
も

あ
る
キ
ノ
コ
を
見
つ
け
ま
し
た
。
オ
オ

ワ
ラ
イ
タ
ケ
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
お

い
し
そ
う
で
す
が
毒
キ
ノ
コ
で
す
。
食

べ
る
と
幻
覚
作
用
が
あ
り
、
興
奮
状
態

に
な
る
こ
と
で
こ
の
名
が
つ
い
た
そ
う

で
す
。
ま
た
神
経
系
の
毒
が
あ
り
、
顔

が
け
い
れ
ん
し
て
笑
っ
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
る
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
危
険
な
オ
オ
ワ
ラ
イ
タ
ケ
で

す
が
、
見
ご
た
え
の
あ
る
鑑
賞
菌
で
す
。

一
本
で
生
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

複
数
が
束
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
大
型

の
キ
ノ
コ
が
大
量
に
森
の
中
に
生
え
て

い
る
様
子
は
か
な
り
の
迫
力
。
鑑
賞
す

る
だ
け
で
そ
の
魅
力
を
堪
能
で
き
ま
す
。

　

霧
島
山
で
は
主
に
ミ
ズ
ナ
ラ
の
枯
れ

木
の
根
本
か
ら
生
え
て
い
る
の
を
見
か

け
ま
す
。
黄
色
い
大
型
の
キ
ノ
コ
を
見

つ
け
た
ら
、
笑
え
な
い
キ
ノ
コ
、
オ
オ

ワ
ラ
イ
タ
ケ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：オオワライタケ　（撮影：平成29年9月19日）
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